
成田　英二担当者：

MIN: 出場時間(分)

今年度の関東大会決勝の舞台に勝ち上がってきたのは、千葉県代表の市立船橋と埼玉県代表の正智深谷。関東を代表する強豪校は、お互いの持ち味を
発揮して決勝戦まで駒を進めてきた。昨年度も同一カードの対決は市立船橋に軍配が上がったが、今年はどのような展開になるか。東京体育館の観客席を
埋める多くのバスケットファンも見応えのあるゲームを期待している。
　両チーム不動のスターティングメンバーでマンツーマンディフェンスのスタート。市立船橋は#4、#7の両エースがゲームを組み立てながらドライブ、3Pと加
点。対する正智深谷は#10がゴール下で踏ん張り追いかける。先にリズムを掴んだのは市立船橋。ディフェンスリバウンドを確実に拾い速攻につなげて13-
8。その後もエンドスローインから#4が3Pを決め16-8とリードする。対する正智深谷も積極的なアウトサイドシュートから#4がペネトレイトで16-10とする。お互
いボールに対して激しいディフェンスを見せる中で#4、#7が攻撃の起点となる市立船橋は、要所で#7が3Pを沈める。一方正智深谷も#6のミドル、#9が3Pとお
互い譲らず21-17市立船橋リード。
　第2ピリオド両エースに激しくマッチアップする正智深谷だが、巧みなパスワークでディフェンスに的を絞らせない市立船橋は、ディフェンスの隙をついて#7が
またしても3Pやペネトレイトを決め26-17。追いつきたい正智深谷もお返しに#4がファールをもらい26-19と両チーム一歩も引かない。残り5分56秒シュートが
落ち始めた正智深谷に対して市立船橋はノーマークを見つけシュートを放ち、そのこぼれ球を確実に得点につなげて35-24としたところで正智深谷タイムアウ
ト。その後もリズムよくパスを回しながら得点する市立船橋に対して、シュートが単発な正智深谷は苦しみながらも#9、#5の3Pで何とか追いかける。両チーム
得点の多くが3Pとなる中、残り48秒で市立船橋#6がミドルを決め49-33としたところで正智深谷タイムアウト。その後も相手のこぼれ球を速攻につなげた市立
船橋が51-33とリードを広げて前半終了。
　第3ピリオド、相手のミスからスタートした正智深谷が51-37。タイムアウトで立て直す市立船橋に対して、インサイドにボールを入れながら攻撃を仕掛ける正
智深谷が54-44と追い上げる。両チームシュートの確率が再び上がる中、特に市立船橋の#4は相手のチェックを物ともせず3P、ミドルをきっちりと決める。残
り3分07秒ターンオーバーから走られて63-49と再びリードを広げられた正智深谷がタイムアウト。その後も正智深谷は#6がインサイドを決めれば、市立船橋
は#4がお返しの3Pを決め69-58リードは変わらず。
　最終ピリオド、速攻につなげる市立船橋とインアウトで得点する正智深谷。両チーム意地の戦いが続く。残り7分12秒正智深谷#6がインサイドでファールを
貰い、フリースローを決めて72-63と一桁に迫る。ここから反撃したい正智深谷だが、#4が4つ目のファールでベンチに下がると息を吹き返した市立船橋が74-
63としたところで正智深谷タイムアウト。その後のプレイで加点した正智深谷はオールコートを仕掛けるが、ここでも市立船橋#4がディフェンスを振り切る高速
のレイアップとノーマークの3Pを決め残り4分02秒79-68、正智深谷タイムアウト。2-2-1ゾーンプレスから2-3ゾーンにした正智深谷だが、市立船橋も慌てな
い。#4がこの日6本目となる3Pを決め突き放すと、ここから#5、#7が続けて3Pを決めゲームを決定づける。#4を戻しマンツーマンに戻した正智深谷だったが、
最後は市立船橋のシュート力に力尽き94-70で市立船橋が関東大会二連覇を果たした。
両チーム持ち味を出し切った中で優勝した市立船橋の組織力と洗練された攻守の力が、激しいディフェンスを武器にする正智深谷を上回った決勝戦にふさ
わしい好ゲームであった。
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会場： 東京体育館　Ｃコート

関東高等学校男子バスケットボール選手権
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